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は　じ　め　に

オオイシソウCompsopogon coeruleus (Balbis) Montagne

( = C. oishii Okamura)（図1）は，紅藻綱オオイシソウ目

オオイシソウ科に属する淡水産の藻類であり，日本では

主に暖温帯域の低地を流れる小河川や，海岸に近い水路

に生育する（熊野，2000）．開発などの影響で全国的に

分布が減少しつつあり，環境省版レッドデータブックで

は絶滅危惧Ⅱ類（環境庁自然保護局野生生物課，2000），

水産庁によるレッドデータブックでも危急種とされてい

る（水産庁，1998）．

本種は，1960年代の報告以後，愛媛県内における分

布状況が不明であったが，2002年9月に，愛媛県東部の

土居町でオオイシソウの生育を確認したので，ここに報

告する．

オオイシソウの新産地について

今回オオイシソウが確認された場所は，愛媛県東部の

宇摩郡土居町の海岸に近い水路で，西方に並行して二級

河川の関川が流れている（図2，3）．

水路は農業用水の目的で使われていることから手入れ

が行き届いており，水草はそれほど繁茂していない．水

路中に見られる植物はヒルムシロ科のヤナギモが多く，

オオイシソウは，これら水中の水草や地上から水中へ垂

れ下がった草本類の葉上，水路の躯体など様々なものを

基質として生育している．底質は泥質であるが，これら

に埋没している礫やゴミなども基質となっている．水深

は場所によって差はあるが平均で約30㎝，水流はやや

強く，透明度は底が見える程度である．塩分濃度の計測

は行っていない．

水路の下流は潮受堤防背面の水路となり，堤防のすき

間から若干の海水が入り込んでいる．このような場所で

は，ウラギクやハマサジなどの塩生植物のほか，カワツ

ルモなど汽水性の水草が見られるが，オオイシソウの生

育はほとんど見られない．なお，同地点で採集した個体

は5％ホルマリン溶液に浸し，当館にて保管している

（EPSM－AL－434, 435, 436）．

愛媛県におけるオオイシソウの分布記録

愛媛県では，八木繁一氏（注1）による研究以降，特

に淡水産藻類に関する確実な情報が途絶えている状況に
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図 1 オオイシソウCompsopogon coeruleus(Balbis)Montagne
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淡水産紅藻オオイシソウCompsopogon coeruleus (Balbis) Montagne の新産地

ある．オオイシソウの愛媛県内における既知の産地とし

ては，八木（1964）の「松山市余戸」と「新居浜市」，

中村ら（長谷井・中村1980；中村，1999）による「松

山市」が挙げられる．

八木による報告は，過去に採集された藻類全般の標本

目録として記述されたものである．しかし，目録と対照

されるべき標本が滅失しているため，現在では産地と採

集年月日の特定が不可能である．また，中村の報告は八

木による戦前の採集記録を引用しているが，引用元とな

っている文献を直接参照する事ができなかったため，詳

細な産地の確認は困難な状況である（注2）．以上のよ

うな状況から，今回オオイシソウが確認された産地は，

現時点において愛媛県唯一の確実な生育地であると考え

られる．

オオイシソウの最近の分布記録としては，熊野ら

（2002）が日本各地において1995年以降に確認した淡水

産紅藻の産地報告が挙げられる．この中では，オオイシ

ソウは青森県から沖縄県にかけて確認されているが，四

国では香川県丸亀市の産地が確認されているのみであ

る．同報告で愛媛県内での分布が確認された種は，カワ

モズク科3種類とタンスイベニマダラのみであった．

お　わ　り　に

今回確認されたようなタイプの水路は県内でも各所に

見られることから，詳細な調査によってほかの産地が見

つかる可能性は高いと考えられる．県内では，オオイシ

ソウ以外にも，湧水や水路，小河川ではカワモズク類が

多く生育し，シャジクモ・フラスコモ類も水田や水路，

ため池，湧水中での生育が確認されている．これらの藻

類は水質の悪化や開発による環境変化の影響で消滅する

事例が多く知られており，中村（1996）はオオイシソ

ウ，チスジノリに関する事例を報告している．

現在，愛媛県では県版のレッドデータブックを作成す

る事業が進展しているが，この中では藻類のカテゴリー

はない．海藻類に関しては，近年，越智郡島嶼部の弓削

町で積極的に調査が行われている（弓削町，2002）が，

淡水藻類についての調査例は県内にはほとんど存在しな

い．

今後は，本報告の産地を中心にオオイシソウの分布状

況の詳細を把握するとともに，カワモズク類など他の淡

水藻類も含め，愛媛県における淡水藻類のフロラを早急

に調査することが急務である．
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図 2 愛媛県におけるオオイシソウの新産地（図中の●）

図 3 オオイシソウが確認された水路（2002年9月27日撮影）
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注　釈

注1：八木繁一（1893-1980）．愛媛県を代表する博物学

者．愛媛県師範学校，旧制松山中学（後の松山東

高等学校），旧制松山高等学校（後の愛媛大学理

学部）などで教鞭を執り，愛媛県立博物館の設立

に尽力，愛媛県内の動植物に関する多くの書物を

記した．愛媛県沿岸域の海藻に関する研究で内外

に知られ，新種の記載も多い．特に，温泉郡川内

町の「お吉泉」で，新種の淡水産紅藻オキチモズ

クを発見したことは有名である．

注2：中村武氏の報告に記載された八木の採集記録は，

神谷平氏による報告が出典としている（中村氏私

信）．これは，神谷氏が1955年に「北陸の植物」

第4巻1号に発表された「紅藻類オオイシソウの新

産地と分布考察」が情報源と考えられるが，現時

点では直接参照することができなかった．また，

八木の採集記録としては，大阪府枚方市（1939年）

もある．当時，八木は愛媛県松山市の愛媛県立博

物館に勤務していたことから，これらの情報が錯

綜している可能性もあり，今後の確認を要する．
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